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山陽争議の年表

ジ
ャ
パ
タ
イ　

あ
っ
せ
ん
不
調 

救
済
申
立
も
検
討

　
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
労
働
組

合
（
野
崎
紀
子
委
員
長
）
が
社

に
対
し
、
事
前
協
議
や
出
向
に

関
す
る
労
働
協
約
締
結
な
ど
を

求
め
た
あ
っ
せ
ん
が
11
月
29

日
、
東
京
都
労
働
委
員
会
で
あ

っ
た
。
社
は
協
約
締
結
を
拒

否
、
不
調
に
終
わ
っ
た
。
今
冬

一
時
金
が
ゼ
ロ
回
答
に
な
る
な

ど
、
組
合
は
社
に
対
し
て
不
信

感
を
強
め
て
お
り
、
救
済
申
し

立
て
を
検
討
す
る
。

　
あ
っ
せ
ん
の
き
っ
か
け
は
、社

側
が
７
月
１
日
付
け
で
出
版
局

を
分
社
化
し
、
出
版
局
社
員
全

員
を
出
向
さ
せ
る
こ
と
を
わ
ず

か
１
カ
月
余
り
前
の
５
月
22
日

に
組
合
に
説
明
し
た
こ
と
に
あ

る
。
組
合
は
、
団
交
で
拙
速
な

分
社
化
、
出
向
に
抗
議
し
、
出

向
と
事
前
協
議
・
同
意
の
労
働

協
約
締
結
を
求
め
た
が
、
社
側

は
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
な
く

拒
否
し
、
出
向
人
事
を
強
行
。

８
月
２
日
以
降
、４
回
の
あ
っ

せ
ん
を
持
ち
、
団
体
交
渉
も
実

施
し
た
。

　
組
合
は
「
労
働
条
件
に
関
わ

る
重
要
事
項
は
６
カ
月
前
に
組

合
提
案
し
事
前
協
議
す
る
」「
出

向
者
を
不
利
に
扱
わ
な
い
」
を

柱
と
す
る
二
つ
の
協
約
締
結
を

要
求
。
社
は
事
前
協
議
に
つ
い

て
は
半
年
に
１
回
、
労
使
懇
談

会
を
設
け
て
事
業
経
営
に
関
す

る
理
解
促
進
を
図
り
、
組
合
の

要
望
を
聴
取
す
る
な
ど
と
し
た

「
覚
書
」
の
締
結
を
提
案
。
出

向
者
の
取
り
扱
い
は
、
会
社
規

程
に
盛
り
込
む
と
し
、
要
求
と

か
い
離
し
た
回
答
を
続
け
た
。

　
10
月
29
日
の
あ
っ
せ
ん
で
組

合
は
、
事
前
協
議
の
協
約
を
締

結
で
き
れ
ば
、
出
向
に
つ
い
て

は
一
定
の
譲
歩
を
す
る
と
社
側

に
伝
達
。
し
か
し
、
社
は
「
６

か
月
前
」
の
期
間
設
定
は
応
じ

ら
れ
な
い
と
か
た
く
な
な
姿
勢

を
と
り
、
11
月
29
日
の
あ
っ
せ

ん
で
も
同
様
の
態
度
に
終
始
し

不
調
に
終
わ
っ
た
。

山陽労組に勝利命令
命
令
書
は
11
月
29
日
、
労
使

双
方
に
届
い
た
。
新
工
場
（
岡

山
県
早
島
町
）
を
運
営
す
る
山

陽
新
聞
印
刷
セ
ン
タ
ー
社
へ
の

出
向
を
認
め
な
か
っ
た
人
事

を
、
県
労
委
は
「
差
別
的
」
と

判
断
。
編
集
局
工
程
管
理
部
へ

の
異
動
を
「
労
働
組
合
の
正
当

な
行
為
と
認
め
ら
れ
る
山
陽
労

組
の
活
動
を
理
由
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
他
の
動
機
は
見
当
た

ら
な
い
」
と
し
た
。

高
校
卒
業
以
来
、
約
40
年
間

に
わ
た
っ
て
印
刷
職
場
一
筋
に

勤
め
て
き
た
２
人
へ
の
人
権
侵

害
も
認
定
。
県
労
委
は
「
知
識

や
経
験
を
生
か
す
機
会
を
奪
わ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
た

仕
事
に
対
す
る
誇
り
を
傷
つ
け

ら
れ
た
」
と
し
て
「
精
神
上
の

不
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
」
と
認
め
た
。

会
社
側
の
「
２
人
が
出
向
す

れ
ば
印
刷
セ
ン
タ
ー
社
の
業
績

低
下
の
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
と

す
る
人
格
攻
撃
ま
が
い
の
主
張

も
、
審
問
で
の
労
担
（
当
時
）

や
常
務
の
発
言
を
根
拠
に
、「
２

人
は
職
務
専
念
義
務
違
反
や
企

業
秩
序
違
反
の
指
摘
を
う
け
た

こ
と
は
な
い
」「
本
社
工
場
で
印

刷
セ
ン
タ
ー
社
の
従
業
員
と
と

も
に
勤
務
し
て
い
た
当
時
、
業

務
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
事
情

も
認
め
ら
れ
な
い
」
と
退
け
た
。

　
印
刷
部
門
の
別
会
社
化
に
反
対
す
る
山
陽
新
聞
労
働
組
合
の
運

動
方
針
を
理
由
に
、
正
副
委
員
長
を
新
印
刷
工
場
か
ら
排
除
し
た

山
陽
新
聞
社
に
対
し
、
岡
山
県
労
働
委
員
会
は
２
人
を
印
刷
関
連

会
社
に
出
向
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
救
済
命
令
を
出
し
た
。
会
社
が

強
行
し
た
異
職
種
配
転
を
「
組
合
の
弱
体
化
を
図
る
見
せ
し
め
人

事
」
な
ど
と
判
断
。
不
当
労
働
行
為
と
認
定
し
、
不
当
人
事
の
撤

回
を
通
じ
て
、
早
期
全
面
解
決
を
促
し
て
い
る
。

県
労
委
、社
の
違
法
認
定

県
労
委
は
、
事
態
解
決
の
た

め
、
印
刷
職
場
で
の
勤
務
継
続

を
望
む
２
人
を
工
程
管
理
部
に

配
転
し
た
18
年
５
月
７
日
付
の

人
事
異
動
の
撤
回
を
命
令
。
印

刷
セ
ン
タ
ー
社
に
２
人
の
出
向

を
申
し
入
れ
、
新
印
刷
工
場
で

働
く
他
の
労
働
者
と
差
別
し
な

い
処
遇
を
求
め
て
い
る
。
不
当

労
働
行
為
を
繰
り
返
さ
な
い
旨

を
記
載
し
た
文
書
を
山
陽
労
組

に
手
渡
す
こ
と
も
求
め
た
。

印
刷
セ
ン
タ
ー
社
の
２
人
に

対
し
て
の
使
用
者
性
は
認
め
な

か
っ
た
が
、
同
社
に
「
出
向
を

受
け
入
れ
、
必
要
な
研
修
を
受

け
さ
せ
る
な
ど
の
協
力
を
期
待

す
る
」
と
し
た
。

申
立
人
で
あ
る
山
陽
労
組
と

労
連
本
部
、
中
国
地
連
は
11
月

29
日
、
岡
山
県
庁
で
記
者
会
見

（
写
真
上
）。
不
当
配
転
の
当
事

者
で
あ
る
田
淵
信
吾
委
員
長
、

加
賀
光
夫
副
委
員
長
が
「
組
合

活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
『
見
せ
し

め
人
事
』
の
不
当
性
が
認
め
ら

れ
た
」
と
訴
え
た
。

山
陽
新
聞
は
じ
め
、
朝
日
、

毎
日
、
読
売
が
掲
載
。
共
同
通

信
も
配
信
し
、
中
国
、
京
都
な

ど
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

【
中
国
労
組
・
石
川
昌
義
】

皆
様
の
支
援
に
感
謝

田
淵
委
員
長

「
♯
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や

花
を
手
に
性
被
害
の
撲
滅
を
訴
え
た
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
＝

１１
月
１８
日
、
長
崎
市
（
明
珍
美
紀
撮
影
）

過去を語り未来を変える　女性集会 i ｎ長崎　

　
新
聞
労
連
な
ど
は
11
月
17
、

18
両
日
、
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー

ル
で
「
２
０
１
９
女
性
集
会
ｉ

ｎ
長
崎
」
を
開
い
た
。
長
崎
市

幹
部
に
よ
る
性
暴
力
事
件
の
第

３
回
口
頭
弁
論
に
合
わ
せ
て
企

画
。
今
期
新
設
さ
れ
た
特
別
中

央
執
行
委
員
（
女
性
中
執
）
が

中
心
と
な
り
、
長
時
間
労
働
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
課
題
の
働
き

方
に
つ
い
て
解
決
策
を
議
論
す

る
と
と
も
に
、
性
被
害
や
性
差

別
根
絶
を
訴
え
る
「
フ
ラ
ワ
ー

デ
モ
」
を
実
施
し
た
。

　
新
聞
労
連
が
事
務
局
と
な
っ

て
メ
デ
ィ
ア
関
連
労
組
や
長
崎

の
女
性
団
体
な
ど
と
作
る
「
長

崎
市
事
件
の
被
害
者
を
支
え
る

会
」
と
の
共
催
。
17
日
の
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
♯
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ

ｏ
と
メ
デ
ィ
ア
　
私
た
ち
は
変

わ
れ
る
か
」
に
は
、
約
１
１
０

人
が
参
加
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
の
発
起
人
で

作
家
の
北
原
み
の
り
さ
ん
は
基

調
講
演
で
、
デ
モ
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
性

暴
力
が
そ
れ
だ
け
日
常
の
身
の

回
り
で
起
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
勇
気
の
あ
る
切
実
な
声
だ

と
思
う
」
と
話
し
た
。

　
続
い
て
、
北
原
さ
ん
と
長
崎

市
事
件
原
告
代
理
人
の
中
野
麻

美
弁
護
士
、
ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本

版
記
者
の
湊
彬
子
さ
ん
、
女
性

中
執
で
神
奈
川
新
聞
記
者
の
松

島
佳
子
さ
ん
、
毎
日
新
聞
記
者

の
中
川
聡
子
さ
ん
に
よ
る
パ
ネ

ル
討
論
を
開
催
。
中
野
弁
護
士

は
「
こ
の
事
件
は
権
力
に
よ
る

犯
罪
。
報
道
の
萎
縮
に
も
つ
な

が
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」「
新
聞

社
の
働
き
方
」
の
３
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
。
参
加
者
か
ら
は

「
優
れ
た
制
度
や
社
内
の
工
夫

に
つ
い
て
会
社
の
垣
根
を
越
え

て
情
報
共
有
で
き
る
と
良
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
18
日
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
に
は

「
♯
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
や
「
長
崎
市

は
謝
罪
を
」
な
ど
と
書
か
れ
た

プ
ラ
カ
ー
ド
や
花
を
手
に
約
70

人
が
参
加
。
県
内
で
性
暴
力
を

受
け
た
別
の
元
記
者
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
女
性
中
執
が
代
読
し
た

ほ
か
、
毎
日
新
聞
記
者
の
吉
永

磨
美
さ
ん
は
「
い
ま
苦
し
ん
で

い
る
あ
な
た
へ
。
あ
な
た
は
１

人
じ
ゃ
な
い
。
ど
う
か
人
生
を

諦
め
な
い
で
」
な
ど
と
書
か
れ

た
原
告
の
コ
メ
ン
ト
を
読
み
上

げ
た
。
自
身
の
経
験
を
交
え
て

性
被
害
根
絶
を
涙
な
が
ら
に
訴

え
る
現
役
記
者
も
い
た
。
雨
の

中
、
多
く
の
市
民
が
立
ち
止
ま

っ
て
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
第
３
回
口
頭
弁
論

の
傍
聴
支
援
を
行
っ
た
。
次
回

の
口
頭
弁
論
は
来
年
１
月
７
日

午
後
４
時
20
分
か
ら
。
　

被
害
者
中
傷
ヤ
ジ

市
議
会
に
抗
議

　
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
新
聞

労
連
や
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情

報
労
組
会
議
、
岡
山
県
労
会
議

の
仲
間
、
そ
し
て
県
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
こ
の
決
定
を
喜
び

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
命
令
で
は
、
山
陽
新
聞
社
が

行
っ
た
２
人
へ
の
異
職
種
配
転

な
ど
が
厳
し
く
断
罪
さ
れ
ま
し

た
。
加
賀
副
委
員
長
の
定
年
ま

で
も
う
３
か
月
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
社
に
対
し
、
二
度
と
同
様

行
為
を
繰
り
返
さ
な
い
と
の
誓

約
文
書
を
私
た
ち
と
取
り
交
わ

し
、
中
央
労
働
委
員
会
へ
の
再

審
査
請
求
や
岡
山
地
裁
へ
の
行

政
訴
訟
を
提
起
せ
ず
、
全
面
解

決
へ
動
く
こ
と
を
強
く
求
め
て

い
き
ま
す
。

　
長
崎
市
事
件
で
は
、
市
議
会

一
般
質
問
で
被
害
者
を
中
傷
す

る
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
こ
と
を
受
け

て
、
新
聞
労
連
と
原
告
代
理
人

は
11
月
１
日
、
佐
藤
正
洋
議
長

に
抗
議
し
、
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た

市
議
を
特
定
し
被
害
者
に
謝
罪

す
る
よ
う
求
め
た
。
18
日
に
も

女
性
集
会
参
加
者
が
、
被
害
者

の
早
期
救
済
と
ヤ
ジ
の
撤
回
・

謝
罪
を
求
め
る
要
望
書
を
市
長

と
議
長
宛
に
提
出
し
た
。

【
道
新
労
組
・
芝
垣
な
の
香
】

（
2
、3
面
に
詳
報
）

「
組
合
弱
体
化
図
る
見
せ
し
め
人
事
」



長
崎
女
性
集
会
の
詳
報

高
知
印
刷
労
組
が
１０
周
年

１０
年
あ
っ
と
い
う
間

　

弁
護
士
・
中
野
麻
美
さ
ん（
長

崎
市
事
件
原
告
代
理
人
）　
被

害
者
を
支
え
る
会
を
発
足
し
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

　
高
知
印
刷
労
組
の
結
成
１０
周

年
を
記
念
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
１１
月
１０
日
、
高
知
市
内
で
あ

り
、
同
労
組
や
新
聞
労
連
本

部
、
四
国
地
連
、
東
京
労
組
、

関
西
合
同
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
か
ら

約
４０
人
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
今
後
の
発
展
を
誓
っ
た
。

　
同
労
組
は
２
０
０
９
年
１２
月

に
結
成
。
１０
年
１
月
に
新
聞
労

連
に
加
盟
し
た
。
当
初
か
ら
組

合
を
引
っ
張
っ
て
き
た
吉
本
禎

浩
委
員
長
は
「
新
聞
印
刷
、
商

業
印
刷
と
も
に
厳
し
い
が
、
会

社
を
今
後
も
存
続
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
個
人
が
意
見
を

述
べ
て
も
会
社
は
取
り
合
わ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
組
合
と
し
て

発
言
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
四
国
地
連
の
高

橋
章
郎
委
員
長
（
高
知
労
組
）

は
「
高
知
印
刷
労
組
の
結
成

は
、
組
合
員
が
同
社
に
出
向
す

る
こ
と
に
な
っ
た
高
知
労
組
と

し
て
も
心
強
か
っ
た
。
活
字
文

化
を
守
る
た
め
、
地
連
加
盟
６

単
組
が
一
丸
と
な
り
、
難
局
を

乗
り
越
え
よ
う
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
た
。
出
席
者
は
、

１０
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

２０
周
年
に
向
け
意
見
交
換
し
た
。

　
組
合
結
成
当
初
は
右
も
左
も

分
か
ら
ず
、
常
識
的
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
全
て
が
初
体
験
だ

っ
た
。
１
と
い
う
よ
り
０
か
ら

の
出
発
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と

す
ら
分
か
ら
な
い
。
何
を
要
求

し
た
ら
良
い
の
か
、
団
体
交
渉

の
開
き
方
な
ど
、
新
聞
労
連
な

ど
に
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
状

態
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら

１０
年
、
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

　
労
働
組
合
、
組
合
活
動
を
続

け
て
い
て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
子
会
社
と
い
う
の
は
、
子

会
社
の
取
締
役
や
上
層
部
が
経

営
方
針
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
親
会
社
の
役
員
に
振
り
回

さ
れ
る
立
場
に
あ
る
。
子
会
社

の
労
働
組
合
は
、
基
本
的
に
親

会
社
の
役
員
と
直
接
交
渉
で
き

る
わ
け
で
な
く
、
結
局
は
間
接

的
な
交
渉
と
な
り
、
親
会
社
の

意
向
で
形
骸
化
し
て
し
ま
う
。

子
会
社
の
組
合
は
、
親
会
社
の

組
合
と
共
闘
し
、
条
件
を
す
り

合
わ
せ
て
い
か
な
い
と
、
大
き

い
権
利
を
勝
ち
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

　
紙
媒
体
、
印
刷
が
不
況
の
時

代
に
突
入
し
、
新
聞
業
界
全
体

の
販
売
や
広
告
収
入
も
減
少
し

て
い
る
中
で
、
現
場
は
疲
弊

し
、
余
力
が
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
求
人
を
出
し
て
も
思
う
よ

う
に
人
が
集
ま
ら
な
い
現
実
も

あ
る
。
社
の
利
益
の
た
め
に
は

外
注
で
安
い
人
件
費
の
所
に
ま

わ
し
て
、
経
費
削
減
し
た
い
と

い
う
考
え
も
あ
ろ
う
。
高
知
印

刷
労
組
で
も
、
賃
金
面
の
交
渉

で
は
現
状
維
持
が
精
一
杯
で
、

少
し
ず
つ
現
場
環
境
を
改
善
し

て
い
く
ぐ
ら
い
し
か
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。

 

　
そ
れ
で
も
、
印
刷
さ
れ
た
紙

媒
体
だ
か
ら
こ
そ
、
読
者
に
伝

わ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
新
聞
産
業
全
体
を
守

る
た
め
に
も
労
働
組
合
の
役
割

は
大
き
く
、
必
要
不
可
欠
だ
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
高
知
印
刷
労
組
・
金
山
利
通
】

　私は長崎に越して市民として働いていた２００７年

夏、性暴力事件にあいました。取材中でした。重要

なことを確認するのが記者の仕事であり、記者に勤

務時間の定めはほとんどありませんから、朝も夜も

働いていました。ところが長崎市は「夜に面会した

とはそういう間柄に決まっている」と決めつけ、侮

辱し、性暴力を否定しています。加害者の部長が平

和行政の責任者で、職権を乱用して私を呼び出した

ことも否定します。

　性暴力にあうと何が大変なのか。的確な言葉をま

だ探しているのですが、「１人の身に起きる」とい

う特徴が残酷だと思います。１人で巻き込まれるの

で、気付かれないし助けにつながりにくい。他の人

には無事に朝がきても自分だけ地獄が始まります。

落差が大きいのです。

　これまでたくさんの中傷を受けてきました。タブ

ロイド紙や週刊誌には謎の女性記者が登場しまし

た。お酒を飲めない私なのに「加害者と居酒屋で　

２人仲睦まじく飲んでいた」ことにされました。　

　長崎から逃げた先の仮住まいに脅迫状が何通も送

られてきました。こうした見方が世に出れば、職場

の人も見聞きして、これに影響された差別が増幅し

ていきました。「いま流れている話は虚偽なんです」

と跳ね返していくには相当大きな力がいるなと、私

は０７年からずっと考えてきました。

　予想しない形で記事に書かれた私は、長く、新聞

を読みませんでした。情報発信と受け取りという行

為に恐怖心が芽生えました。０８年秋、体調悪化で　

１カ月、精神病院に医療保護入院をしました。「自

殺を図るかも」と医師や看護師たちは厳戒態勢を取

り、ひも状のものはすべて私の視界から取り払われ

ました。1人で病室で過ごしました。

　記者は「事実を冷静に見て報じなければいけな

い」と言われます。自分が犯罪被害にあい、冷静で

いられなくなったので、もう不適格なのかも、とよ

く思いました。この長崎市事件では「死んだ部長が

真の被害者、女は加害者」という見方がかなりあり

ました。加えるなら「報道するのが記者なのに、当

事者となってしまい、視点の整理が求められる記者

本人」という３つ目の役も自分にきたようでした。

これらをこなすのは大変です。起きたことを記録

し、分析し、各記事やネットに個別に答えるのでは

なく、社会の制度を使って公正に反論していくこと

を考えました。それで、日本弁護士連合会の人権救

済申立や提訴に踏み切りました。

　しかし、私の努力をあざ笑うようなできごとがま

た長崎で起きました。今年７月、市議が事件に対す

る長崎市の対応を問い質した本会議で「被害者はど

っちか」とヤジが飛びました。私はこれをネット中

継で見ていました。事件後の長崎市とそっくりで絶

望しました。長崎市は「何もかもそちらが悪い」と

いう連絡を私に入れましたが、その発想と市議会ヤ

ジは同根です。

　けれどいま、こうして支援の輪が広がりつつあり

ます。「被害者を責めるのは不当だ」とやや声を上

げやすくなったし、「当時出た情報は虚偽だ」とい

う意見を長崎メディアの方々に伝えることもできま

した。

　それに、支援の会ができたことで、事件に対処し

てばかりの日々からちょっと離れ、暮らしのことを

考えられるようになりました。事件前の私を知る友

達が連絡をくれるのは本当に嬉しいです。家族とは

１０年以上会いませんでしたが、ひとまず姿を見せる

ことができました。事件で私の人生は一変させられ

ましたが、私は何とか生きています。自分らしくこ

れを乗り越えたい所存です。

　最後に。女性や子どもに対する暴力は至るところ

で起きます。これを一掃できる策はなく、回復には

長い道のりが必要ですが、周りが気付き、「それっ

てしょうがないよね」という言葉をのみ込んで接す

るだけで、道はだいぶ開けると思います。生きるこ

とは諦めることではなく、「不思議だ」「なぜそうな

るのか」を積み重ね、余力がある時に少し動くこと

です。自分と自分を含む世界にコミットすることで

す。私が報道界を変えたり長崎を変えることはでき

ませんが、私は私を生き延びさせます。結果、この

事件が私と誰かの教訓となり、公共として活かされ

れば、社会は少し変わります。１人の被害者を社会

が救済できるというモデルを、今日を境に、少し大

きくしていけたらと願います。

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
声
を
詰
ま
ら

せ
）
も
う
心
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
事
件
は
日
本
の
平
和
と
政

治
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

こ
う
と
す
る
の
か
報
道
し
よ
う

と
し
た
女
性
記
者
に
加
え
ら
れ

た
取
材
先
か
ら
の
暴
力
だ
っ

た
。
加
害
者
が
死
ぬ
こ
と
に
よ

っ
て
被
害
者
が
加
害
者
に
転
換

さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
誠
に
ひ
ど

い
話
。
被
害
者
は
ト
ラ
ウ
マ
を

ず
っ
と
抱
え
て
生
き
て
い
く
。

性
暴
力
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す

る
強
姦
神
話
が
あ
り
、
異
議
・

抵
抗
す
る
と
排
除
さ
せ
ら
れ

る
。
女
性
の
記
者
も
も
の
す
ご

く
苦
労
し
て
い
る
。
競
争
の
中

で
す
り
切
れ
て
い
く
。
人
間
ら

し
さ
を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

失
う
と
他
者
へ
の
配
慮
を
な
く

し
、
信
頼
の
絆
が
壊
れ
て
い

く
。
暴
力
が
暴
力
を
連
鎖
し
て

い
く
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
は

平
和
や
民
主
主
義
を
つ
く
る
う

え
で
不
可
分
。
１
日
も
早
く
解

決
し
た
い
。

　

中
川
聡
子
特
別
中
執
　
権
力

や
情
報
を
持
つ
取
材
先
は
大
半

が
男
性
。
女
性
記
者
は
性
的
対

象
と
さ
れ
が
ち
だ
。
１８
日
の
フ

ラ
ワ
ー
デ
モ
に
、
長
崎
県
警
幹

部
か
ら
被
害
を
受
け
た
２
人
の

元
テ
レ
ビ
局
記
者
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
権
力
側

か
ら
被
害
を
受
け
る
だ
け
で
は

な
く
、
メ
デ
ィ
ア
の
上
層
部
か

ら
「
我
慢
し
ろ
」「
あ
な
た
が
記

者
と
し
て
失
格
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
退
職
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。

構
造
的
な
問
題
。
そ
こ
か
ら
踏

み
出
そ
う
と
、
昨
年
財
務
事
務

次
官
へ
の
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」

が
あ
っ
た
が
本
当
に
変
わ
っ
た

の
か
。

　

ハ
フ
ポ
ス
ト
日
本
版
記
者
・
湊

彬
子
さ
ん
　
一
面
的
に
は
変
わ

っ
た
が
表
に
出
す
建
前
。
本
音

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
絶
対
に

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
る
。

メ
デ
ィ
ア
業
界
は
同
質
性
が
強

く
、
外
か
ら
入
っ
て
く
る
目
が

少
な
い
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
そ
も
そ
も
気
づ
い
て

い
な
い
。

　

松
島
佳
子
特
別
中
執
　
女
性

幹
部
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
。

新
聞
社
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い

か
ら
、
社
会
の
意
識
が
変
わ
ら

な
い
の
か
、
す
ご
く
足
を
引
っ

張
り
合
っ
て
い
る
。

　

北
原
み
の
り
さ
ん
　
ニ
ュ
ー
ス

を
消
費
す
る
半
分
が
女
性
と
い

う
意
識
が
な
い
と
こ
ろ
に
、
組

織
的
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

　

湊
さ
ん
　
新
聞
は
遅
い
時
間

ま
で
い
い
も
の
に
差
し
替
え
る

と
い
う
こ
と
で
働
き
方
が
エ
ン

ド
レ
ス
。
男
性
も
家
庭
生
活
が

成
り
立
た
な
い
。
そ
の
点
を
改

善
し
な
い
と
、
働
き
方
も
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
も
変
わ
ら
な
い
。

ま
た
、
す
り
減
る
こ
と
に
よ
っ

て
共
感
力
が
な
く
な
る
。

　

松
島
特
別
中
執
　
女
性
の
働

き
方
を
考
え
る
こ
と
は
、
男
性

や
社
会
全
体
の
働
き
方
を
考
え

る
こ
と
。
長
時
間
労
働
が
評
価

の
基
準
に
な
る
と
、
介
護
や
子

育
て
を
し
て
い
る
人
は
評
価
の

対
象
に
な
ら
な
い
。

　
先
日
取
材
に
行
っ
た
フ
ラ
ワ

ー
デ
モ
で
、
最
後
に
マ
イ
ク
を

握
っ
た
男
性
の
言
葉
が
も
の
す

ご
く
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

　「
場
違
い
か
な
と
思
っ
た
が
、

こ
れ
は
女
性
の
問
題
だ
け
で
は

な
い
と
思
っ
た
。
男
性
の
問
題

で
す
。
裁
判
官
、
議
員
、
メ
デ

ィ
ア
も
男
性
が
多
い
。
し
も
ね

た
を
言
う
こ
と
を
止
め
よ
う
と

す
る
と
、『
お
ま
え
、
女
性
の
味

方
か
』『
も
て
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
か
』
と
言
わ
れ
る
。
男
社

会
の
な
か
で
空
気
を
読
め
な
い

と
思
っ
て
声
を
上
げ
な
い
人
も

い
る
。
そ
の
中
で
僕
た
ち
は
声

を
あ
げ
て
こ
な
か
っ
た
。
怒
り

の
よ
う
な
恥
ず
か
し
さ
の
よ
う

な
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
、
ス

ピ
ー
チ
し
た
皆
さ
ん
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
男
性
も
性
被
害
を

受
け
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
か
。
社
会
の
空
気

を
か
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
仲
間
に
入
れ
て
下
さ

い
」。
す
ご
く
希
望
が
込
め
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

女性集会シンポジウムで意見を出し合う登壇者

声あげ変える
（要
旨
）

長崎市事件の原告が
集会に寄せたコメント

70 周年 PT アンケートは 10 日まで
　新聞労連では、来年６月の労連結成７０周年を機に、新し
い時代の新聞・通信社での働き方を提言するプロジェクト
チーム（７０周年ＰＴ）が「新聞・通信社の働き方・将来性
に関するアンケート」をＷＥＢ上で行っています。回答は
１２月１０日まで。左のＱＲコードからスマホでも簡単に回答
できます。ご協力よろしくお願いいたします。

（2）第1288号新 聞 労 連2019年12月1日（日曜日） （ ）昭和25年3月1日発行、昭和43 
年2月8日第三種郵便物認可（毎月1日発行）



（3） 第1288号 新 聞 労 連 2019年12月1日（日曜日）（ ）昭和25年3月1日発行、昭和43
年2月8日第三種郵便物認可 （毎月1日発行）

　
新
聞
労
連
な
ど
で
つ
く
る
日

本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労
組
会

議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
と
韓
国
の
全
国

言
論
労
組
（
呉
政
勲
委
員
長
）

は
11
月
、
相
互
訪
問
を
行
い
、

交
流
を
再
開
し
た
。
日
韓
交
流

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

２
０
１
３
年
以
来
の
６
年
ぶ
り
。

　
８
日
は
呉
委
員
長
ら
韓
国
側

の
代
表
団
９
人
が
来
日
し
、
都

内
で
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　
南
彰
新
聞
労
連
委
員
長
（
Ｍ

Ｉ
Ｃ
議
長
）
は
「
日
韓
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
を
両
国
の

友
好
に
つ
な
げ
、
共
に
信
頼
さ

れ
る
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
そ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
呉
委
員
長
は

「
日
韓
の
政
治
対
立
が
深
ま
っ

て
い
る
が
、
憎
し
み
を
あ
お
る

「悔
し
さ 

垣
根
越
え
広
が
る
」

　
４
月
11
日
、
東
京
駅
に
花
を

持
っ
て
集
ま
り
ま
し
ょ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
３
月
に
続
い

た
性
暴
力
へ
の
無
罪
判
決
が
き

っ
か
け
で
す
。
最
初
は
「
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
」
と
い
う
名
前
も
な

札
幌
、小
樽
で
四
地
連
共
闘
会
議

今こそ

　
北
海
道
地
連
、
東
北
地
連
、

北
信
越
地
連
、
関
東
地
連
に
よ

る
四
地
連
共
闘
会
議
が
11
月

１
、
２
の
両
日
、
札
幌
市
内
な

ど
で
開
か
れ
、
各
地
連
か
ら
約

40
人
が
参
加
し
た
。
観
光
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
北
海
道
博
物
館

の
石
森
秀
三
館
長
に
よ
る
講
演

を
実
施
。
北
海
道
観
光
の
課
題

や
展
望
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。

　
石
森
館
長
は
「
岐
路
に
立
つ

北
海
道
の
未
来
―
観
光
立
国
と

観
光
亡
国
」
と
題
し
て
講
演
。

国
内
外
で
人
口
減
が
進
む
中
、

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す
た

め
に
は
、
食
料
（
Ｆ
）、
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
Ｅ
）、
介
護
（
Ｃ
）、

観
光
（
Ｔ
）
を
賄
え
る
「
Ｆ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
圏
」
の
形
成
が
望
ま
し
い

と
主
張
。
北
海
道
は
高
い
食
料

自
給
率
や
豊
か
な
自
然
な
ど
、

ア
ジ
ア
で
も
観
光
で
抜
群
の

優
位
性
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

や
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本

人
の
暮
ら
し
が
変
化
し
て
い
る

と
し
、「
資
本
主
義
的
な
観
光

で
は
な
く
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
多
様
な
観
光
を
考
え

て
い
く
べ
き
」
と
主
張
し
た
。

　
各
単
組
の
諸
手
当
の
要
求
状

況
や
改
廃
提
案
も
報
告
さ
れ
、

「
家
族
手
当
や
燃
料
手
当
の
改

廃
な
ど
人
事
諸
制
度
の
見
直

し
」
や
「
宿
直
手
当
の
廃
止
」

な
ど
を
議
論
し
た
。

　
２
日
目
は
、
小
樽
市
内
を
視

察
。
ニ
シ
ン
漁
や
貿
易
、
倉
庫

業
で
栄
え
た
歴
史
を
学
び
な
が

ら
、
運
河
周
辺
を
散
策
し
た
。

【
道
新
労
組
・
長
峯
亮
】

６
年
ぶ
り
、日
韓
交
流

両
代
表
団
が
相
互
訪
問

報
道
は
や
め
る
べ
き
だ
。
従
軍

慰
安
婦
や
元
徴
用
工
問
題
で
両

国
の
認
識
に
開
き
は
あ
る
が
、

事
実
を
書
い
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
両
国
の
メ
デ
ィ
ア

を
取
り
巻
く
状
況
を
報
告
。
韓

国
側
は
、
保
守
政
権
下
で
放
送

の
独
立
性
を
守
る
た
め
に
、
不

当
解
雇
や
組
合
へ
の
損
害
賠
償

請
求
な
ど
に
対
し
、「
公
正
な
放

送
は
言
論
労
働
者
の
重
要
な
労

働
条
件
」
と
掲
げ
、
裁
判
闘
争

で
全
面
勝
利
し
た
経
緯
な
ど
を

報
告
し
た
。

　
同
日
夜
に
は
、
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
補
助
金
不
交

付
な
ど
を
受
け
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
が
主

催
し
た
「
表
現
の
自
由
を
取
り

戻
す
文
科
省
前
行
動
」
に
も
一

緒
に
参
加
し
た
。（
写
真
上
）

　
日
本
側
は
24
〜
25
日
、
南
委

員
長
ら
新
聞
労
連
の
４
人
（
共

同
、
道
新
、
山
陰
中
央
新
報
の

各
労
組
）
や
労
連
作
文
ゼ
ミ
の

㉝共生できるか
　　ヒグマと人間
北海道地連委員長・中央執行委員

則本 晃（北海道新聞労組）

　
野
生
生
物
と
都
市
住
民

は
、
共
生
で
き
な
い
も
の
な

の
か
―
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
騒
動
が
８

月
、
札
幌
市
内
で
起
き
た
。

１
頭
の
ヒ
グ
マ
が
同
市
南
区

の
住
宅
街
に
姿
を
現
し
、
数

日
間
に
わ
た
っ
て
民
家
の
庭

や
一
般
道
路
を
悠
々
と
か
っ

歩
す
る
「
勝
手
に
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
状
態
」
と
な
っ
た
。

　
北
海
道
先
住
の
ア
イ
ヌ
民

族
は
、
古
く
か
ら
ヒ
グ
マ
を

神
（
キ
ム
ン
カ
ム
イ
）
と
あ

が
め
て
い
た
。
伝
統
儀
式
に

ヒ
グ
マ
を
供
え
る
風
習
が
続

く
こ
と
か
ら
も
ヒ
グ
マ
と
人

間
、
そ
し
て
神
と
の
距
離
感

が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
た

だ
し
、
山
か
ら
人
里
に
下
り

て
き
て
、
い
た
ず
ら
を
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
ヒ
グ

マ
は
「
悪
い
神
」（
ウ
エ
ン
カ

ム
イ
）
と
呼
び
名
を
変
え
、

処
分
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
習
わ
し
に
加

え
、
住
民
の
安
全
を
優
先
さ

せ
た
場
合
、
道
民
の
多
く
は

す
ぐ
に
銃
に
よ
る
駆
除
が
頭

に
浮
か
ぶ
。
実
際
、
雌
の
８

歳
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
ヒ
グ

マ
は
、
猟
友
会
に
よ
っ
て
射

殺
さ
れ
た
。
警
戒
心
が
強
い

た
め
、
普
段
は
山
か
ら
出
て

く
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
る

ヒ
グ
マ
。
し
か
し
、
猛
暑
や

暖
冬
と
い
っ
た
異
常
気
象
が

繰
り
返
さ
れ
、
ド
ン
グ
リ
な

ど
の
餌
不
足
が
原
因
で
道
内

各
地
で
は
近
年
、
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
る
。

　
駆
除
後
、
札
幌
市
役
所
に

寄
せ
ら
れ
た
ヒ
グ
マ
に
関
す

る
意
見
は
約
６
０
０
件
。
内

訳
は
、「
賛
成
」「
ど
ち
ら
で

も
な
い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２

割
。「
反
対
」
は
５
割
弱
。

「
反
対
」
は
大
半
が
道
外
か
ら

だ
っ
た
と
い
う
。

　
ゴ
ム
弾
や
麻
酔
銃
、
電
気

柵
で
一
時
的
に
追
い
払
う
と

い
う
や
り
方
も
あ
る
が
、
住

宅
街
に
舞
い
戻
っ
て
し
ま
う

例
が
多
い
。
動
物
園
な
ど
の

施
設
に
引
き
取
っ
て
も
成
獣

は
群
れ
に
な
じ
め
ず
、
い
じ

め
に
遭
っ
て
長
生
き
で
き
な

い
と
い
う
。

　
騒
動
を
き
っ
か
け
に
、
安

易
な
駆
除
で
は
な
く
、
防
除

を
考
え
る
機
運
も
盛
り
上
が

り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
人
間

と
ヒ
グ
マ
の
互
い
の
生
活
圏

を
脅
か
さ
な
い
具
体
的
な
取

り
組
み
は
緒
に
就
い
た
ば
か

り
だ
。

札
幌
の
住
宅
街
を
悠
々
と

（
北
海
道
新
聞
提
供
）

歩
く
ヒ
グ
マ

く
、
20
人
く
ら
い
集
ま
れ
ば
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
４
５
０
人

く
ら
い
集
ま
っ
た
。
ど
ん
ど
ん

話
し
た
い
と
い
う
人
が
出
て
き

て
、
性
暴
力
に
あ
っ
た
そ
の
後

の
人
生
を
語
り
始
め
ま
し
た
。

止
ま
ら
な
く
な
っ
た
の
で
次
も

や
り
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
別
れ

た
。
11
月
11
日
に
は
ス
ペ
イ

ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
全
国
各
地

の
29
カ
所
で
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
物
書
き
の
か
た
わ
ら
１
９
９

６
年
か
ら
女
性
向
け
の
セ
ッ
ク

ス
グ
ッ
ズ
を
売
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
女
性
と
し
て
こ
の
社

会
が
も
の
す
ご
く
生
き
に
く
い

と
感
じ
て
、
女
性
が
性
を
主
体

的
に
楽
し
め
る
場
所
が
欲
し
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
こ

の
20
年
、
性
差
別
や
性
搾
取
、

性
暴
力
で
苦
し
ん
で
い
る
人
の

声
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　
こ
の
社
会
は
い
っ
た
い
何
だ

ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

当
時
大
阪
市
長
だ
っ
た
橋
下
徹

氏
の
「
慰
安
婦
は
必
要
だ
っ

た
」「
米
軍
は
風
俗
を
活
用
し

ろ
」
な
ど
の
発
言
で
す
。
日
本

が
解
決
で
き
て
い
な
い
慰
安
婦

の
問
題
に
向
き
合
い
た
い
と
、

積
極
的
に
韓
国
に
通
っ
て
学
ぶ

機
会
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で

露
呈
し
た
よ
う
に
、
日
本
社
会

は
戦
時
性
暴
力
を
ひ
き
ず
り
続

け
、
被
害
者
が
忘
れ
る
こ
と
を

ず
っ
と
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
解
決
し
て
こ
な
か
っ
た
。
長

崎
で
の
事
件
と
同
じ
で
す
。
強

制
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
慰
安
婦
問
題
へ
の
語
り
口

は
、
い
ま
こ
れ
だ
け
出
て
き
て

い
る
性
暴
力
の
問
題
と
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
の
無
罪
判
決
を
最
初
に

報
道
し
た
の
は
毎
日
新
聞
の
安

部
志
帆
子
さ
ん
と
い
う
女
性
の

記
者
で
し
た
。
20
代
の
彼
女
が

社
会
人
に
な
り
事
件
担
当
に
な

っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
信
じ
て

い
た
男
女
平
等
の
日
本
社
会
と

ま
っ
た
く
違
う
世
界
が
見
え
た

と
。
そ
し
て
性
暴
力
の
事
件
に

注
目
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
に
は
毎
回
、

女
性
の
記
者
た
ち
が
取
材
に
来

て
く
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
ん

な
に
熱
心
に
来
て
下
さ
る
ん
で

す
か
と
聞
い
た
ら
、「
伝
え
た
い

か
ら
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」
と
驚
か
れ
た
。
女
性

の
記
者
に
と
っ
て
も
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
感
覚
に
と
て
も
鈍
い
よ

う
な
、
そ
れ
で
い
て
男
並
み
に

働
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
ど
れ
だ
け
悔
し
い
思
い
を

し
て
き
た
か
。
こ
の
国
の
女
性

差
別
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

の
思
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
い
ろ

ん
な
垣
根
を
越
え
て
広
が
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
は
東
京
や
大

き
な
都
市
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ま
こ
こ
で
わ
た

し
が
つ
ら
い
ん
だ
か
ら
、
こ
こ

で
声
を
あ
げ
た
い
と
、
長
野
や

富
山
で
も
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

勇
気
の
あ
る
真
摯
な
、
切
実
な

声
が
い
ま
、
社
会
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
朝
日
労
組
・
岡
林
佐
和
】

観
光
政
策
、理
解
深
め
る

小樽市の観光ボランティアから
説明を受ける会議参加者

大
学
生
な
ど
を
含
め
た
計
16
人

が
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
た
。

　
連
帯
増
進
に
向
け
た
意
見
交

換
を
行
い
、
①
共
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
定
例
化
を
め
ざ
し
２
０

２
０
年
に
日
本
で
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
②
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
を
目
指
す
日
韓
学
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
」
の
枠
組
み

を
活
用
し
た
若
手
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
、
を
軸
に
検
討
を

進
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
25

日
に
は
ソ
ウ
ル
市
内
で
日
韓
言

論
労
働
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
、「
女
性
の
人
権
と
言
論
労

働
者
の
役
割
」「
マ
ス
コ
ミ
の
信

頼
度
回
復
の
た
め
の
言
論
労
働

者
の
課
題
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ

で
議
論
を
交
わ
し
た
。

　
25
日
夜
の
言
論
労
組
結
成
31

周
年
記
念
式
典
に
は
南
委
員
長

も
参
加
。
香
港
問
題
に
関
す
る

日
韓
言
論
労
働
者
共
同
声
明
を

発
表
し
た
。（
写
真
下
）

　
（詳
細
は
１
月
１
日
号
に
掲
載
）

㊤
文
科
省
前
で
「
あ
な
た
の
た
め
の
行
進
曲
」

を
熱
唱
す
る
言
論
労
組
の
メ
ン
バ
ー

㊦
香
港
問
題
の
共
同
声
明
を
読
み
上
げ
る
呉

政
勲
委
員
長
（
左
）
と
南
委
員
長

北原みのりさんの講演
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上
平 

加
奈
子

神
奈
川
県
弁
護
士
会
　
弁
護
士

ん
さ

１５
日
に
「
実
名
報
道
」
考
え
る
新
研
会
議

　
新
研
部
は
15
日
に
新
研
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
必
要
で
す
か
、
実

名
報
道
」
を
東
京
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
取
り
組
み
、
今
回
講
師
を
務
め
る
上
平

加
奈
子
弁
護
士
に
実
名
報
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

【
聞
き
手
・
朝
日
労
組
　
高
橋
健
次
郎
】

　
Ｑ
　
実
名
報
道
に
つ
い
て
発

信
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
　
２
年
前
、
神
奈
川
県
座

間
市
の
ア
パ
ー
ト
で
男
女
９
人

の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
事
件
で

は
、
神
奈
川
県
弁
護
士
会
長
名

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
を
求

め
る
談
話
を
出
し
た
。
そ
の
時

の
文
案
を
考
え
た
。
全
国
紙
が

１
面
な
ど
で
被
害
者
の
実
名
と

顔
写
真
を
載
せ
た
こ
と
に
、
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
性
被
害
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
被
害
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
さ
ら
す
こ
と
に
意

味
が
あ
る
の
か
、
と
思
っ
た
。

　「
報
道
の
正
義
の
た
め
、
社
会

全
体
の
理
解
の
た
め
に
、
犯
罪

被
害
者
、
遺
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
」。
そ
う
問

い
か
け
た
。

　
Ｑ
　
京
ア
ニ
事
件
は
？

　
Ａ
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

実
名
報
道
を
一
部
に
と
ど
め
る

社
も
あ
っ
た
。
実
名
報
道
の
意

味
を
説
明
す
る
社
も
。「
報
道

の
正
義
の
た
め
」
と
形
式
的
に

構
え
て
い
て
は
社
会
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
、
報
道
側
も
批
判

に
応
え
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て

い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
Ｑ
　
課
題
は
？

　
Ａ
　
個
別
具
体
的
な
ケ
ー
ス

を
ど
う
報
道
す
る
の
か
、
報
道

各
社
で
も
っ
と
考
え
て
頂
き
た

い
。
警
察
発
表
に
い
わ
ば
「
乗

っ
か
っ
て
い
る
」
と
思
え
る
報

道
も
あ
っ
た
。
軸
足
が
ぶ
れ
て

い
る
と
、
読
者
も
感
じ
る
。
公

的
発
表
が
あ
れ
ば
、
報
じ
や
す

い
の
も
分
か
る
。
で
も
、
取
材

を
し
て
実
名
の
価
値
が
あ
る
と

思
え
ば
報
道
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
。

　
Ｑ
　
ネ
ッ
ト
上
で
は
、「
さ
ら

さ
れ
る
」
リ
ス
ク
も
。

　
Ａ
　
ま
と
め
サ
イ
ト
で
情
報

を
探
ら
れ
、
拡
散
さ
せ
ら
れ

る
。
報
道
機
関
に
は
そ
う
し
た

リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。
実
際
に
取
り
組
み

も
あ
る
が
、
必
要
か
つ
十
分
で

は
な
い
。
ど
う
あ
る
べ
き
か

は
、
難
し
い
問
題
だ
。

　
Ｑ
　
犯
罪
被
害
者
支
援
を
さ

れ
て
い
る
立
場
か
ら
は
？

　
Ａ
　
ど
れ
だ
け
客
観
的
に
書

い
て
も
ら
っ
て
も
、
被
害
者
や

ご
家
族
は
思
い
出
す
の
が
つ
ら

い
。
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
状
態
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
、
一

切
報
道
す
る
な
と
は
言
え
な

い
。
玉
石
混
交
の
情
報
が
あ
ふ

れ
る
中
、
信
頼
で
き
る
報
道
の

価
値
は
高
い
。
報
道
と
被
害
者

側
の
代
理
人
は
、
対
立
関
係
に

あ
る
も
の
で
は
な
い
。
被
害
者

ら
の
代
理
人
と
し
て
も
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
葛
藤
し
て
い
る
。

報
道
機
関
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
、
実
名
報
道
に
関
す
る
考
え

方
を
ま
と
め
る
こ
と
も
必
要
か

も
し
れ
な
い
。
学
習
会
で
は
、

悩
み
を
共
有
し
、
考
え
る
機
会

に
し
た
い
。

う
え
ひ
ら
・
か
な
こ
　
１
９
７
３

年
生
ま
れ
。神
奈
川
県
弁
護
士

会
所
属
。「
や
ま
ゆ
り
園
事
件
」

な
ど
の
代
理
人
で
、犯
罪
被
害

者
の
支
援
に
携
わ
る
。

年末一時金

冬闘、 収束へ

長野日報が満額回答

　
２
０
１
９
年
末
一
時
金
闘
争

は
予
定
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の

労
連
統
一
行
動
日
程
を
終
え
、

46
組
合
が
妥
結
、
収
拾
し
た
。

東
奥
労
組
な
ど
こ
れ
か
ら
本
格

的
に
交
渉
を
始
め
る
組
合
も
あ

る
が
、
お
お
よ
そ
収
束
の
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
。

　
11
月
29
日
現
在
、
56
組
合
で

有
額
回
答
が
示
さ
れ
た
。
回
答

額
平
均
は
77
万
３
０
０
２
円

で
、
前
年
実
績
比
プ
ラ
ス
と
な

っ
た
。
前
年
実
績
を
上
回
っ
た

組
合
は
22
組
合
、
同
額
が
３
組

合
だ
っ
た
。

　
組
合
別
に
み
る
と
、
長
野
日

報
労
組
が
満
額
回
答
を
勝
ち
取

り
、
前
年
比
６
万
３
０
０
円
の

大
幅
増
と
な
っ
た
。
人
員
が
増

え
な
い
な
か
で
、
広
告
収
入
な

ど
が
伸
び
た
こ
と
も
あ
り
、
社

か
ら
「
出
せ
る
と
き
に
出
し
た

い
」
と
い
う
言
葉
を
引
き
出
し

た
。

　
ま
た
、
神
奈
川
労
組
、
化
学

工
業
日
報
労
組
、
信
濃
毎
日
労

組
、
福
井
労
組
、
全
中
経
労

組
、、
神
戸
デ
イ
リ
ー
労
組
、
山

陽
労
組
、
全
徳
島
労
組
な
ど
が

前
年
比
１
万
円
を
超
え
る
大
幅

増
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
全
中

経
労
組
は
、
２
０
１
４
年
か
ら

の
６
年
間
の
平
均
で
５
万
４
４

９
６
円
増
を
勝
ち
取
っ
て
い

る
。
同
労
組
は
、
事
務
折
衝
で

お
お
よ
そ
の
一
時
金
原
資
を
把

握
し
、
社
の
想
定
を
わ
ず
か
に

上
回
る
額
を
要
求
す
る
こ
と
で

増
額
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　
諸
要
求
に
つ
い
て
は
、
長
時

間
労
働
の
改
善
、
休
日
休
暇
取

得
に
関
す
る
要
求
の
獲
得
が
目

立
っ
た
。
例
え
ば
、
中
国
労
組

は
、
７
日
間
の
連
休
取
得
を
全

社
目
標
と
す
る
と
の
回
答
を
得

た
。
茨
城
労
組
は
、
有
給
の
計

画
的
付
与
に
加
え
、
業
務
内
容

や
人
員
体
制
の
見
直
し
に
取
り

組
む
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

　
東
京
労
組
や
沖
タ
イ
労
組
な

ど
は
正
社
員
と
非
正
社
員
と
の

格
差
是
正
を
要
求
。
東
京
労
組

は
団
交
で
「
社
内
で
格
差
を
放

置
し
て
い
た
ら
、
紙
面
で
格
差

問
題
を
書
く
資
格
が
な
い
」
と

鋭
く
追
及
し
た
。
沖
タ
イ
労
組

は
社
に
「
非
正
規
社
員
の
待
遇

改
善
は
、
社
全
体
の
制
度
の
バ

ラ
ン
ス
を
勘
案
し
て
検
討
す

る
」
と
回
答
さ
せ
た
。

　
年
末
一
時
金
闘
争
の
統
一
行

動
日
程
は
す
で
に
終
了
し
た

が
、
今
後
も
交
渉
を
行
う
組
合

に
対
し
て
は
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞　

２３
日
ま
で
募
集

　
第
24
回
新
聞
労
連
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
大
賞
の
応
募
は
12
月
23

日
正
午
ま
で
で
す
。

　
今
回
か
ら
業
界
紙
・
ス
ポ
ー

ツ
紙
を
対
象
に
し
た「
専
門
紙

賞
」を
創
設
。選
考
委
員
に
は
、

元
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
編
集
長
の
浜
田
敬

子
さ
ん
、フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
安
田
菜
津
紀
さ
ん
、元
毎

日
新
聞
記
者
の
臺
宏
士
さ
ん
を

新
た
に
迎
え
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
青
木
理
さ
ん
を
入
れ
た
４
人

で
選
考
し
ま
す
。多
く
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
作
品
】労
連
加
盟
組
合
の

組
合
員
が
取
り
組
ん
だ「
平

和
・
民
主
主
義
の
発
展
」「
言

論
・
報
道
の
自
由
の
確
立
」「
人

権
擁
護
」に
貢
献
し
た
記
事
・
企

画
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。原
則
と
し

て
２
０
１
８
年
12
月
20
日
以
降

に
掲
載
・
配
信
さ
れ
た
も
の
で
、

締
め
切
り
時
点
で
連
載
中
の
も

の
も
可
能

【
応
募
方
法
】自
薦
、他
薦
と
も

可
能
。応
募（
推
薦
）理
由
な
ど

を
応
募
用
紙
に
記
載
し
、作
品

を
電
子
デ
ー
タ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
）で
送
っ
て
下
さ
い
。ｓ
ｈ

ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
＠
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｂ
ｕ

ｎ
ｒ
ｏ
ｒ
ｅ
ｎ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

（
タ
イ
ト
ル
：
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

大
賞
係
）

19
冬
季
一
時
金
回
答
状
況
11
月
29
日
現
在


